
目指すべき中学校のあり方について （委員意見） 

鈴木会長 鈴木副会長 武者委員 風岡委員 前田委員 池山委員 篠田委員 水野委員 小川委員

・ソフト・ハードの両面

で障壁の少ない柔軟性の

ある教育環境

→クラス、学年の枠を超

えた交流・連携

→移動間仕切などフレキ

シブルな空間整備

・学年集会・生徒会活動

（挨拶ボランティアな

ど）、部活動・委員会活

動など

・移動間仕切りはない

→きめ細かな学習指導

（習熟度別・少人数指

導）に対応するための諸

室

学年室（各学年）が必要

だが１，２年しかない。

→情報教育に対応した空間

（図書室・PC 室を一体整備

したメディアセンター、学

習効果を高めるICT 環境の

整備）

・図書室とPC室は離れて

いる。

・校内LAN環境は整備済

→学習の場として捉えた廊

下・階段等の共用空間の整

備（グループワークスペー

ス、作品・教材展示スペー

ス、階段教室などの発表の

場）

廊下・階段等の共用空間

を活用して、生徒の作品

等を展示している。た

だ、共有空間は狭い。

→食育の場となる空間

（給食の情報展示、異学

年・地域交流のできるラ

ンチルームや家庭科室）

・給食の情報は、教室内

や廊下などに掲示してい

る。

・ランチルームは多目的

に活用している。

→のびのび運動できる空

間（部活動に対応した屋

内外の運動スペース・設

備の充実、安全な遊び場

の確保）

・現在の部活動（文化創

作、吹奏楽、英語、文

学、テニス、バスケ

（女）、バレー（男

女）、卓球（男女）、野

球、サッカー、ソフト

ボール）

・運動場の砂埃や野球の

ボールについて、周辺住

民から苦情を受けてい

る。

学校施設の目指

すべき姿
整備内容例

・教室の廊下側の壁は取り除き、

また廊下の幅も広めにとること

で、開放的な空間を確保する。

・学年全員で共有することのでき

る、ラウンジを設ける。

・充実した部活動が行えるよう

に、グラウンド、体育館等を確保

する。

・廊下の一部を拡張するなどし、

情報共有や展示物を設置できるス

ペースの確保。

・現在大変教室が手狭なため、教

室の拡大、または少人数クラスへ

の意向を検討する。

・多様な学習、効果的な

学習活動のための空間整

備

・１の１「学習の場として捉えた

廊下・階段等…」とあるが、階段

については記号性のあるもの、前

述の生徒昇降口からずっと伸び

た、しかも幅の広い大階段を１箇

所。そして、そこは講演を聴きな

がらの学習、ちょっとした催しの

観覧席や生徒への緊急連絡にも使

える。

・授業運営についての教科セン

ター方式について、特別な教室配

置（福井至民中学のように極めて

特化した好事例もあるが）が必要

とは思わない。ただ、教科毎に先

生が集うルームは仮称教科セン

ター（職員室）内にも設置すると

いい。フリースペースならば、い

かようにも対応できる。

・普通教室の廊下側は、移動間仕

切りにして、フレキシブルな空間

の確保ができるとよいと考える。

・各学年ともに学習室（学年室）

が確保され、広い廊下等に個別指

導または相談スペースが確保でき

るとよいと考える。

・ＧＩＧＡスクール構想の今後の

展開もあるが、コンピュータ室と

図書室を近接または接続し、メ

ディアセンター化やＩＣＴ環境の

整備が進められるとよいと考え

る。

・ＩＣＴ環境の整備として、教室

の前面を黒板としてスクリーンと

して活用できるような整備が必要

であると考える。

・配膳室にランチルーム、家庭科

室を近接させ、地域の活用も踏ま

えた、食育センター化が進められ

るとよいと考える。

・広大な運動場の確保と、体育館

と武道場、音楽室、テニスコート

の整備、文化系部活動の活動ス

ペースの確保が進められるとよい

と考える。

・各教室にタブレット端末を保管

すると考えると、施錠できる環境

が必要であると考える。

・各教室につり下げ式の大型モニ

ターがあると学習効果を高めるこ

とができると考える。

・ＩＣＴ環境の整備に伴う十分な

電源の確保が必要であると考え

る。

・タブレット端末を机に収納でき

るとよいと考える。

中学校施設基本構想・長寿命化計

画であれば小中一貫校を目指すべ

きです。

小学校で６年間学び卒業して中学

校３年間の学びになります。

先生も小学校の生徒指導をそのま

ま中学の担任に引き継ぎやすくな

ると思います。

兄弟姉妹等も同じ敷地内であれ

ば、相談したり励まし合ったり出

来ると思います。

両親が働いている場合、小学生・

中学生がいる場合、半日仕事を休

めば良い事もあります。

小学生の学ぶ姿や中学生の学ぶ姿

をそれぞれの教員が触れ成長段階

を見る事が出来ます。

いじめや不登校などへの先生の間

で指導内容や指導方法、児童生徒

を理するための情報交換が出来る

のではないでしょうか。

※放課後の子どもたちの居場所モ

アスクールも設置して下さい。

　整備内容例の「のびのび運動で

きる空間」に関わり、「豊山中学

校の現状」について

「運動場の砂埃や野球のボールに

ついて、周辺住民から苦情を受け

ている。」とありますが、こうし

たことは文化系クラブや音楽科

（合唱・合奏など）を含めて、ほ

ぼ全国の中学・高校で課題となっ

ていることですし、おそらくは豊

山中学校が現地にしても移転にし

ても今後も発生しうる課題と思い

ます。

　今回の施設設備の議論を契機

に、地域の人たちと学校の部活や

授業のあり方について、話し合う

ような場を設けてはいかがでしょ

うか。各地で様々選考的な取り組

みがありますが、長野県松本深高

校の「鼎談深志」（NHKの高校

放送に関する賞を受賞していま

す。同高校公認のものがユー

チューブに複数あがっています）

などが参考になるかと思います。

１　多様な学習ニーズへの対応

①教科ごとの特別教室➡数学教

室・国語教室・社会科教室等。こ

れまでにない特別教室の模索

（PC室や視聴覚室は従来からあ

る）。ただし、余裕教室があれば

（生徒数と関連）

②少人数指導対応教室・調べ学習

対応教室・グループディスカッ

ション対応教室・発表対応教室

等、様々な学習形態への対応➡そ

のために簡単に、そして自由に変

化させることのできる教室。

２　豊かな人間性（心）を育む環境

（教育は人づくり）

①心がほっとするHOTroom（教

育相談・不登校生徒）

②交流スペース、多目的スペース

（空間を広げたり、狭めたり自由

度が高い設計）

③階段教室（発表会場・劇場に早

変わり、住民も活用できる）

④心を育むメッセージ（地域の偉

人の言葉）➡掲示しやすさ

⑤生徒作品の発表の場として➡掲

示・展示しやすさ

※学校が荒れた経験から➡廊下に

花を生けた➡落ち着き始めた➡そ

いうことができる廊下設計

⑥校訓「創造・責任・健康」を意

識した視点での学校施設づくり

⑦校歌を意識した学校施設づくり

➡空港➡大空へはばたく中学生の
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１．将来の普通教室の家具の形状

とサイズ、および面積について検

討を行う。

２．普通教室に隣接するワークス

ペースの導入を検討する。

３．特別教室の利用率の向上を図

るべく、特別教室の機能について

再検討する。

４．合わせて、教科教室型、教科

センター方式の導入の是非につい

て検討する。

５．校舎中央に、オープンメディ

アセンターを配置する。

６．求められる多様な学習形態に

対応したラーニングスペース（ホ

ワイトボード、可動家具、ICT環

境）を導入する。

・流行りに流されて壁なしの教室

などは作るべきではない。多目的

に使用できる教室を１学年分程度

作り、時代やその他の要求の変化

に応じて利用可能とする。

・タブレット端末が普及したから

こそ、各教室に投影装置（モニ

ター）が必要。

・タブレットやスマホは使える

が、いわゆる一般的なＰＣが使用

できない若者が理系大学でも急増

している。キーボードから入力す

る練習をする必要あり。

・給食センターから献立情報を配

信すると同時に、栄養士のコメン

トやワンポイントアドバイスを配

信。給食時に各教室のモニターに

も配信し、好き嫌いせずに残さず

食べることの重要性を説明する。

・箱モノを作った（タブレットを

配ったから）からそれに満足し

て、改善を止めてしまっては、本

末転倒。ソフト面の充実が大切。

豊山町学校施設改築・長寿命化計画（P39）

豊山中学校の現状

目指すべき姿・整備内容に対する委員の意見

（先進事例、中学校の社会や日常生活の中での位置づけなど）

・「個別最適な学び」と「協働的

な学び」の一体的な充実といった

キーワードが示されたが、この観

点から考えたとき現在示されてい

る整備内容例に加え、個別学習・

個別指導に対するためのスペース

の確保、PCやタブレットを活用

した教材利用などオンライン教育

に対応したAI環境の整備が必要と

考える。

教

育

環

境

の

質

的

向

上

1

1



目指すべき中学校のあり方について （委員意見） 

鈴木会長 鈴木副会長 武者委員 風岡委員 前田委員 池山委員 篠田委員 水野委員 小川委員

学校施設の目指
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整備内容例

豊山町学校施設改築・長寿命化計画（P39）
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（先進事例、中学校の社会や日常生活の中での位置づけなど）
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・学校ごとの立地等を活

かした特色ある教育環境

→小学校と中学校の連携

→学校とその他公共施設

の連携

→地域との連携

→ビオトープなどの屋外

学習スペースの充実

・特別支援学級見学会、

しいの木の福祉フェス

ティバルなどへの参加、

町の防災訓練への生徒の

参加、町体育大会への吹

奏楽部の参加、町文化展

への作品展示また吹奏楽

部の演奏参加

・1町１校であるため、

地域に期待され生徒が町

や各団体の行事に本校の

生徒が参加させていただ

くことが多い。

・屋外の池で鯉を飼って

いる。

１．町内の公共施設（文化施設、

スポーツ施設など）との機能連携

分担を確認する。

２．社会教育との連携など、まち

づくりの拠点としての学習施設と

して位置付ける。（参照：豊田市

立浄水中学校）

・今後の小中一貫教育や幼・保小

中連携を見通したときに、中学校

単独校舎ではなく、一体型の校舎

について検討してもよいのでは。

１の２ビオトープを除いた３点の

取捨選択をお願いします。

・小学校と中学校の連携ならば、

現所在地。

・学校とその他公共施設の連携の

観点では、ホール・図書館・グラ

ンドのあるコミュニティゾーン

（豊山町第５次総合計画）へ移転

・地域との連携は、現所在地が県

道名古屋豊山稲沢線の通過側帯で

あり（ノンストップ）、交差点、

更には上記施設のあるコミュニ

ティゾーンへの移転が好ましい。

・１町１中学校であるため、地域

に開かれた学校づくりが大切であ

る。地域との連携を進める上で、

地域の活動スペースや展示室も必

要ではないかと考える。

整備内容について

小学校と中学校の連携を目指すの

であれば小中一貫校を目指すべき

だと思う。

又、地域との連携について具体的

な内容として休日等は地域の人た

ちの運動の場として提供し中学生

と社会人の野球試合・バレーボー

ル等出来る様にするのはどうか？

・現在町内のイベント参加におい

ては、一部の生徒のみとなってい

るので、より積極的な地域との交

流への参加を求める。現在各学校

との連携はあまり感じず、小学校

との連携においては、全校のPTA

役員会、生徒役員会を実施、防災

訓練に関しても、校内の訓練の際

に、地元住民や消防団にも参加し

ていただき、生徒と連携した訓練

にするといい。

・児童・生徒数に対応し

た適正な空間

→生徒数が多い場合：普

通教室だけでなく、多様

な教育を展開するための

余裕スペースの確保（少

人数教室、教材室等の十

分な収納スペース）

→生徒数が少ない場合：

余裕教室の有効活用、規

模適正化

令和３年度の生徒数は

542人。令和５年度545人

をピークとして、以降は

500人前後で推移すると

予測している。

・障がいを持つ児童・生

徒のための教育環境整備

→特別支援学級の整備・

充実

→インクルーシブ教育※

のための空間整備（普通

教室や特別教室へのバリ

アフリーアクセス）

※インクルーシブ教育：障害の

あるものと障害のないものが、

可能な限り共に学ぶ仕組み。

・令和３年度３クラス１

４人（１年生４人、２年

生６人、３年生４人）、

生徒の障害の種類により

クラス数に変動あり

・障がい者用エレベー

ター１基あり。

・今後生徒数は500人前後で推移

すると考えられるが、40人学級

から35人学級に完全に移行して

も対応できる十分な広さと収納ス

ペースを確保した普通・特別教室

の環境の整備が進められるとよい

と考える。

・タブレット端末の活用をはじめ

多目的な用途に対応できる机の広

さを確保する必要があると考え

る。

・特別支援学級は、障害の種別に

柔軟に対応できる教室の確保が必

要であると考える。

・インクルーシブ教育のためのバ

リアフリーアクセスやユニバーサ

ルデザイン化を進める必要がある

と考える。

少子化が進む中、豊山町の人口は

増加しているが生徒数が増加する

とは考えにくいので、少人数教室

（最少人数）にし、教室を多目的

に使える様にしたらどうか。

インクルーシブも必要であると思

う。みんな同じではなく一人一人

個性を持っている事を学ぶべきだ

と思う。「思いやりの心」を育む

機会は必要です。

・教室については、生徒数に応じ

て対応できるように、フリー教室

を設ける。
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・教職員がより教育に専

念できる働きやすい空間

整備

→適正規模の執務スペー

ス、校務センター化(職員

室・印刷室などの管理諸

室を集約)

→事務負担軽減のための

校務処理の IT 化への対応

→充分な駐車場の確保

・現在の職員数：48人

・職員室126㎡（18m×7

ｍ、２クラス分）、印刷

室27㎡（4.5m×６m）、

校長室63㎡（9m×7m、

１クラス分）

・統合型校務支援システ

ムを導入している。

・現在の駐車区画40（う

ち障がい者用１）

1.校務全般を見直し、創造的な執

務スペースとして全国のモデルを

目指す。

２．教材研究、教材作成、などの

スペースの充実を目指す。

３．教職員の休憩スペースを確保

する。

４．正規職員以外の非常勤講師、

スクールカウンセラー、外部講師

などの居場所を確保する。
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１．インクルーシブ教育の具体的

取組みを明らかにする。

２．特別支援の必要な生徒のニー

ズを明確にし、適切な学習環境を

検討する。

３．特別支援教室と普通教室との

配置を検討する。

一町一中学校は、学校づくりとま

ちづくりを同時に進めていくにあ

たり恵まれた条件です。平成の期

の町村合併と学校統廃合では、あ

えて小学校は従来通り存続させ

て、中学校は一町村一校に集約し

た自治体が地方を中心に少なくあ

りません。

学校づくりの経験は、生徒にはア

イデンティティを養うものとな

り、保護者や住民にはコミュニ

ティづくりに通じます。

（ここでのコメントは、特に改

革・改善提案というものではあり

ません。）

・教職員の労働環境改善のため、

職員室の拡張や、更衣スペースの

拡充を行う。

 １の４、４の２にある職員室に

ついて、職員室という言葉を使わ

ない。職員と生徒という暗黙の壁

を前提としているこの言葉がある

限り、訪れやすく、相談しやすい

には決してならない。教務セン

ターとか、他に何かいいアイデア

を考えて欲しい。机配置も一般的

な田の字型の横断的な配置ではな

く、机のないフリースペースを考

えてもいい。先生がタブレットに

習熟さえすれば、机がなくても、

いつでもどこででも仕事ができ

る。ＧＩＧＡスクール構想は教え

方のみならず先生の執務環境でも

整えるべき。ファイルは電子化。

教務スペースと校務スペースを峻

別など。

・教職員が50人前後で推移する

と考えると、職員室は狭い。適正

規模の執務スペースと様々な勤務

形態の教職員に対応できるように

なるとよいと考える。

・管理諸室（印刷室や放送室、進

路室等）と更衣室を集約できると

よいと考える。

・校長室は、校長室と応接室（中

会議室）に分けるとよいのではな

いかと考える。

・大会議室や多目的室が必要であ

ると考える。

・来客対応や地域の活用から、現

状の駐車区画の倍は必要かと考え

る。

1

教

育

環

境

の

質

的

向

上

2



目指すべき中学校のあり方について （委員意見） 

鈴木会長 鈴木副会長 武者委員 風岡委員 前田委員 池山委員 篠田委員 水野委員 小川委員

学校施設の目指

すべき姿
整備内容例

豊山町学校施設改築・長寿命化計画（P39）

豊山中学校の現状

目指すべき姿・整備内容に対する委員の意見

（先進事例、中学校の社会や日常生活の中での位置づけなど）

・勉強に集中できる快適

な学習環境

→自然採光・通風の確保

→適正な照度、温熱環境等

を確保する設備

・本館の普通教室、特別教

室はすべて南向きに配置さ

れている。体育館棟にある

加工室のみ東向き。

・普通教室、特別教室にエ

アコンを整備している。

・健康を守る快適な生活

環境

→清潔感のあるトイレ(適

切な水圧の確保、臭気の改

善、清掃・メンテナンスの

しやすい仕様、トイレの洋

式化)

→適切な断熱による結露防

止、木質化による調湿

→シックハウス症候群対策

（低 VOC 製品※、充分な

換気が行える設え）

※低VOC 製品：有害物質

であるVOC(揮発性有機化

合物)の含有量が低い製品

のことを示す。VOC は主

に塗料や接着剤、アスファ

ルト等に含まれている。

・湿式トイレ、便所の形式

は和式と洋式が混在してい

る。シャワートイレなし。

・内壁の木質化はなし。

・局所的な換気設備はある

が、基本的に窓等を活用し

た換気を行っている。

・学校生活が楽しくなる

豊かな空間

→季節を感じる植栽整備

→ラウンジなどの教室以外

の居場所づくり

→充分な屋外の遊び場

→交流空間としてのトイレ

・敷地境界に植栽あり。ま

た、校地内に花壇あり。

・ラウンジに該当するス

ペースはなし。

・中学校なので遊具はな

い。

・現在のトイレは狭小であ

り、臭気も強い。

・自然エネルギーの活用

→太陽光発電、太陽熱利用

など

→トップライト・光ダク

ト・バランスサッシ(換気

塔)などの自然採光・通風

施策

自然エネルギーを活用する

設備はなし。

・省エネルギー対策

→外壁・屋根・開口部の断

熱強化、屋上・壁面緑化、

庇等による日射制御

→省エネ設備機器の採用

構造的な省エネルギー対策

は行っていない。

・環境教育の素材となる

学校施設

→ビオトープ、地域環境と

つながる敷地内緑化

→環境配慮施策の学習用サ

インパネル※

※環境配慮施策の学習用サ

インパネル：校舎の壁面な

どに省エネ効果のある導入

設備について図解付きで示

し、学習効果を担ったパネ

ルのことを示す

・敷地境界に植栽あり。ま

た、校地内に花壇あり。

・省エネ導入設備は無いこ

とから、環境配慮施策の学

習用サインパネルは無い

・ユニバーサルデザイン

の徹底

→分かりやすいサイン(見

やすい文字サイズやピクト

サイン※、英語併記な

ど)、使いやすいトイレ(洋

式化、手すり設置など)

→インクルーシブ教育シス

テム（障害のある者と障害

のない者が共に学ぶ仕組

み）の構築

※ピクトサイン：主に教室

やトイレのサインなどに使

用される視覚記号（アイコ

ン）のこと

・トイレは一部洋式化され

ている。また、障がい者用

トイレは設置してある。

・体育館の渡り廊下や昇降

口、玄関などにスロープを

設置している。

・バリアフリー施設の整

備

→エレベータ、手摺、多目

的トイレ、車いす駐車場の

整備

→屋内外の段差解消、すべ

りにくい床仕上げ

障がい生徒が使用できるエ

レベーター１基、体育館の

渡り廊下や昇降口、玄関な

どにはスロープを設置して

いる。障がい者用トイレは

あり。障がい者用駐車場は

１台あり。

・校舎は南向きに配置し、自然採

光が十分に確保できることが望ま

しいと考える。

・トイレは、十分な広さを確保

し、洋式化し、シャワートイレが

望ましい。また、臭気の改善が必

要であると考える。

・トイレは、感染症対策や衛生面

から、清掃・メンテナンスのしや

すい仕様が必要であると考える。

・感染症対策や熱中症対策、シッ

クハウス症候群対策ができるよう

に適切な断熱や換気、調湿等が行

える校舎づくりが望ましいと考え

る。

・感染症対策を踏まえ、密になら

ない手洗い場の増設が必要である

と考える。

・トイレなどの壁の色などを明る

く、清潔な雰囲気にするとよいと

考える。

・多目的トイレがあるとよいと考

える。

・校舎の窓の施錠の安全・簡素化

をするとよいと考える。

エアコンは省エネタイプですか？

清潔感のトイレ、シャワー室を

作って下さい。

体に害のない素材を使って下さ

い。

プール・体育館は校舎と併設すべ

きと考える。

・教室に関しては、現状通り南に

面した配置とし、すべての教室に

エアコンを設置する。

・トイレは自動水栓、全基シャ

ワートイレ、個室の増設を望む。

・余裕のある空間を確保し、維持

管理しやすい配置にする。

2

快

適

な

学

習

生

活

空

間

・

環

境

へ

の

配

慮

1

快

適

な

学

習

生

活

空

間

１．校舎の木造化、内装の木質化

を検討する。

２．環境教育の教材としての学校

建築を目指す。

３．エコスクールを目指す（参

照：瑞浪北中学校）。

４．学校設計に生徒の要望、考え

を盛り込む。

５．サイン計画など、生徒のデザ

インを採用する。

６．総合的な学習において学校計

画に関わるテーマを取り上げ（ユ

ニバーサルデザイン、環境学習な

ど）その成果を活かす。

あくまで教育施設であるので、ホ

テルやショッピングモールのよう

な、過度に美しくしたり自動化し

すぎるのはよくない。ある程度安

価な施設にしてもよい。

例：自動で蓋が開いて、用を足し

た後の自動洗浄機能などは考え

物。

・特にLGBTの生徒にはトイレや

更衣室の利用に配慮がいるのでは

と思われる。

・照明のＬＥＤ化を進めるとよい

と考える。

・潤いを与える植栽の整備が必要

であると考える。

・排水設備の効果的な運用ができ

るとよいと考える。

・時代に沿った、太陽光等の、自

然エネルギーを活用する。

・自然、省エネルギー等、採用し

ている試みを、しっかりと生徒た

ちにアピールし、理解してもらえ

るようなパネルの設置をする。

2

環

境

へ

の

配

慮

・ピクトサインの活用によるユニ

バーサルデザインの徹底を進める

とよいと考える。

・エレベータや多目的トイレ、手

摺、スロープ、車いす駐車場の設

置を進め、バリアフリー化を進め

る必要があると考える。

・各教室に、わかりやすく目立つ

デザインで、プレートを設置し、

生徒が利用しやすい工夫をする。

・障がい者専用駐車場をしっかり

確保し、スムーズに校内へ入るこ

とのできるような動線を作る。

・各階に障がい者トイレの設置。

3

だ

れ

も

が

使

い

や

す

い

学

校

１．当事者参加の設計ワーク

ショップを行う。

２．ジェンダーフリーのトイレに

ついて検討する。

３．クールダウンスペースを設け

る。

・生徒の意見聴取は生徒会役員の

みにヒアリングするのではなく、

マイノリティ（LGBT、不登校、

障がいのある生徒など）の意見聴

取もできると良い。

・特にLGBTの生徒にはトイレや

更衣室の利用に配慮がいるのでは

と思われる。(再掲）

・また、住民の意見聴取の際に

も、マイノリティの大人に中学校

時代困ったことなどを聞いても良

いのでは。

　整備内容例の「健康を守る快適

な生活環境」、「学校生活が楽し

くなる豊かな空間」、「ユニバー

サルデザインの徹底」などでトイ

レのことが記載されています。こ

のことに係り、現在家庭のトイレ

の洋式化率は80～90％以上とい

われています（内閣府調査と総務

省調査）。一方で、公立小中学校

のトイレの洋式化率（2021年）

は愛知県の場合、55％程度と

なっています。

　小学校への入学時に、親御さん

は大きなスーパーや公共施設など

のトイレで和式に慣れるための訓

練をわが子にさせることも珍しく

ありません。それでも洋式に慣れ

きった子どもには、和式は不慣れ

であったり、足腰が苦痛であった

りで、上手く使えない子や我慢し

て使わない子が少なくありませ

ん。障害やケガを持つ子にとって

は一層、和式の使用には苦しみま

す。

　加えて、かつてのトイレは校舎

北側の日のあまり当たらない陰に

なるようなところに多く配置さ

れ、いじめや暴力等の場となるこ

とも少なくありませんでした。

　こうした場とイメージを一新さ

せ、トイレを明るく清潔に交流の

場にする取り組みも増えてきてい

ます。例えば、不登校の子どもた

ちの学び舎として発足した東京

シューレ葛飾小学校ではトイレを

南に面した最も日当たりのよいと

ころに配し、採光をよくし明るい

壁・便器や百貨店や一流ホテルの

ロビーのような雰囲気のトイレを

整備したところ、トイレでのいじ

め等はもちろんなく、学級や学年

を超えた子どもたちのちょっとし

た交流の場となりました。なおト

イレのデザイン等は、東京理科大

学の建築関係の研究室とそこの学

生のボランティアが大いに貢献し

ました。

3



目指すべき中学校のあり方について （委員意見） 

鈴木会長 鈴木副会長 武者委員 風岡委員 前田委員 池山委員 篠田委員 水野委員 小川委員

学校施設の目指

すべき姿
整備内容例

豊山町学校施設改築・長寿命化計画（P39）

豊山中学校の現状

目指すべき姿・整備内容に対する委員の意見

（先進事例、中学校の社会や日常生活の中での位置づけなど）

・地域との接点となる空

間の整備

→地域の見守りを活用す

る空間(見通しのよい敷地

境界の設え、地域が日常

的に利用できる空間の整

備)

→郷土や学校への愛着を

育む施設整備(地域の歴史

を学べる室の整備、歴史

的なモニュメントの保存)

学校営業時間外の学校施

設開放は行っているが、

地域が日常的に利用でき

る空間はない。

・学校参加促進・利用し

やすさへの配慮

→ユニバーサルデザイン

の徹底、わかりやすい動

線

→明確なセキュリティラ

インの設定

→来客用駐車場整備

・明確なセキュリティラ

インは設定されていな

い。

・来客者用として数台

分、区画を確保している

が、明示はしていない。

・地域特性を生かした教

育

→航空宇宙産業を活かし

た教育

航空ミュージアムへの見

学による学習やキャリア

教育などに取り入れてい

る。

→社会体育に対応できる

体育館(規模・天井高さ)

【中学校で行う種目】

バスケットボール・バ

レーボール・マット運

動・跳び箱運動・ダン

ス・体つくり運動（ボー

ル・平均台・フラフー

プ）

【学校開放で行われてい

る種目】

バスケットボール、バ

レーボール、バドミント

ン、ソフトバレー、卓

球、新体操、インディア

カ、剣道、柔道、ランニ

ングコースを使用したラ

ンニング（バレーボール

の利用が多い）

→クラブハウス、屋外ト

イレ等地域利用施設の整

備

・平成３１年度（コロナ

影響前）:学校開放登録団

体７６団体

・屋外トイレはあるが、

地域用のクラブハウスは

ない

→社会教育センターの図

書室と学校図書館の共同

利用

図書室の地域開放は行っ

ていない。

・部活動と、学校開放で行われて

いるスポーツとの連携を図る。

・図書室を、社教センター図書室

とリンクさせ、より充実した書籍

の陳列を行い、生徒たちに書籍へ

の関心を持たせる。

3

地

域
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ュ
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テ

ィ

の

拠

点

形

成

・地域コミュニティーの利用が可

能な区域を、校内に設け、積極的

に利用を促す。ただし、セキュリ

ティーの観点から、校内への入り

口を完全に分け、通常は生徒たち

との接触を避ける。

・地域の方と同じ課題に対して、

話し合える授業を設ける。

・駐車場の常時解放はしない。

・町内の航空関係、北部市場など

と連携し、より地元産業について

学ぶ機会をつくる。

2

地

域

開

放

、

地

域

施

設

と

の

複

合

・地域の生涯学習のため

の機能整備

１．屋外プールを廃止する。 ・考え方として、教室、職員室な

どの学校教育のコアとなるスペー

スと図書館、体育館、プール、音

楽室、家庭科室など地域開放が可

能なスペースは分けて考えて、複

合化や多機能化による住民のため

の施設としての活用を前提とした

プランを考えても良いのでは。

・その際、施設の運用や誰が管理

するのかを整理しながら、施設計

画を考える必要がある。学校教育

のスペースと地域の生涯学習ス

ペースとでは管理のあり方につい

ても分けて考えても良いのでは。

（BOT方式など）

　整備内容例の「地域との接点と

なる空間の整備」についてですが

（学校施設の目指すべき姿の「学

校と地域との連携・協働」の全て

に共通して言えますが）、学校側

から施設設備や時間の開放に力点

があるように感じました。

　そうだとすると、近年言われて

いる「開かれた学校」において

は、学校（公教育を実現するとい

う一つの価値をもつコミュニ

ティ）と地域（住民の様々な学習

活動を実現する多様な価値を認め

るコミュニティ）とは対等であり

パートナーの関係になっていま

す。パートナーといっても、これ

は予定調和で成立するものではな

いので、話し合いの場（調整の

場。地域学校協働本部のようなも

の）を中学校区＝豊山町区域にお

くか、あるいは中学校で開放でき

る施設設備と時間帯を明示して提

供する（何かトラブルが発生した

場合は調整の場・責任主体を定め

ておく）か、が必要のように思い

ます。

地域住民が「おらが学校」と誇りに

思う、自慢の学校

①豊山町の歴史と地域の特色を表

現した施設

・コミュニティ広場（芝生）とし

て➡中庭にベンチ

・まちづくり（生涯学習の視点か

ら）➡地域住民の活用（家庭科室

での料理教室・図書室での読書

会・音楽教室での発表・体育館で

のスポーツ指導者講習としての活

用など）

②学校教育と生涯学習のすみわけ

・開放日における学校施設管理の

問題➡入り口を分ける、鍵

③公共施設との複合化・共用化を

図るための留意点

・生徒等の安全（池田小学校＝セ

キュリティ）

・教育環境への十分な配慮➡学校

教育優先利用が原則防災拠点

・地域が育む中学校として、学内

に町民のためのギャラリーやミニ

ホール整備。これはソフト面も大

事であり、そこで地域住民との交

流が生まれる。生徒のための施設

でもある。

・地域開放玄関と生徒昇降口を峻

別したい。視察で気が付いたが、

現在の中学校は正門も分かりづら

く、しかも西門・北門もある。こ

れでは防犯上もよくない。堂々と

した正門をくぐり、生徒昇降口へ

向かうようにしたい。正門とは別

に、建物と一体化した地域開放玄

関を造る（常時開放しない）。

・15900人お互い共助の町とする

ためには、福祉施策と教育の縦横

斜めの複合化が必要。例えばジュ

ニアボランティアセンターやジュ

ニア赤十字奉仕団を育成するため

のボランティアルーム、そこへ

は、社協にある点字室コーナーを

一部移設し、生徒との触れ合いの

機会を高める。

・校歌の「世界を友と」飛び立た

ん、とある。グローバルなイメー

ジが校内いたるところにあるとい

い（モニュメントやグラント郡と

の交流紹介等）。

・１年生のリトルワールド遠足で

の感想や旅行記が展示してあった

が、非常によい。

・明確なセキュリティーラインを

設定し、地域の活動スペースを設

けるとよいと考える。

・歴史を刻む記念碑の設置を行う

必要があると考える。

常に地域の見守りも必要である

が、学校と地域との見守り体系を

明確にすることが求められる。

・中学校で取り扱う種目、部活

動、社会体育で行われている種目

に十分に対応できる体育館、武道

場、プール、テニスコートである

ことが必要であると考える。

1

学

校

と

地

域

の

連

携

・

協

働

１．町民が自由に出入りできる地

域活動室を設置するなど、コミュ

ニティスクールとしての見える化

を行う。

２．セキュリティ確保に町民の目

を活かす。

・校舎は可能な限りの高層階と

し、動線分離とフロアごとに機能

を分離。

例：１階　地域との共同利用設備

（図書館やコミュニティスペース

など）　２階、教員スペース

３階　音楽室、美術室　特別教室

など　４階　多目的フロア　など

５，６、７階　普通教室

・動線分離ができれば、体育館等

は授業を優先するが、空いていれ

ば、地域開放も可能となる。

・町内の図書館をオンラインで接

続し、例えば午前中にタブレット

端末から貸し出し予約希望をすれ

ば、下校時までに希望を出した学

校に届いて受け取れるような仕組

みを作る。無駄な蔵書を減らせる

可能性が出てくるし、タブレット

の有効活用にもなる。
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目指すべき中学校のあり方について （委員意見） 

鈴木会長 鈴木副会長 武者委員 風岡委員 前田委員 池山委員 篠田委員 水野委員 小川委員

学校施設の目指

すべき姿
整備内容例

豊山町学校施設改築・長寿命化計画（P39）

豊山中学校の現状

目指すべき姿・整備内容に対する委員の意見

（先進事例、中学校の社会や日常生活の中での位置づけなど）

・地震などの災害に強い

学校

→躯体の健全性を保つ(防

水劣化、ひび割れによる

漏水の防止・改善)

→非構造部材、設備機器

の耐震化による安全確保

耐震改修工事実施済み

・町指定緊急避難場所と

しての万全な災害対策

→マンホールトイレ、か

まどベンチ、防災備蓄倉

庫、貯水槽、非常電源等

の災害時に利用できる備

品・設備の整備

→避難所となる体育館と

校庭・駐車場との連携

→防災拠点としての機能

拡充

・体育館と校庭は隣接し

ている。駐車場と体育館

の間は、建物がある。

・マンホールトイレ１箇

所あり

・町の防災倉庫を設置予

定（令和3年8月）

・教職員が見守りやすい

環境

→校内各所の教師コー

ナー、訪れやすく相談し

やすい職員室、相談室等

本館１階に職員室及び教

育相談室がある。

・防犯対策による安心な

学校

→地域の見守り

→セキュリティ区画、防

犯カメラ

・不審者情報等につい

て、保護者向けにメール

配信を行っている。防犯

対策として、校地出入口

５箇所に管理用カメラを

設置している。

・校地外については、防

災安全課所管事業として

次の防犯対策を行ってい

る。

　町内１７箇所（３３

台）に防犯カメラの設置

　交通安全協会、PTA等

による交通指導

　防犯協会及び自主パト

隊による防犯パトロール

　老人クラブの通学路見

守り活動

・日常の事故を防止

→窓・階段などからの落

下防止

→ゆとりある廊下・階段

窓に落下防止柵等はな

い。

廊下幅：2.3ｍ、階段幅

2.25ｍ

・（新)コロナ禍から将来

へ
→感染症対策

・移動式サーキュレー

ターを用いた教室内の空

気循環

・職員室内教員用デスク

へのアクリルパネル設置

・水道蛇口のレバーハン

ドル交換

・固定式机椅子の可動式

への入替

・町の中心的避難所としての役割

を強化する。（防災倉庫の充実、

町民避難訓練における、学校避難

訓練との連携。）

・わかりやすい災害時使用設備の

設置等。

4

安

全

・

安

心

な

施

設

環

境

の

確

保

1

災

害

に

対

応

し

た

学

校

１．災害拠点としての学校施設と

位置付ける。

・耐震構造を基本とし、いたずら

に免震化しない。地域の地盤特

性、固有周期など、きちんと対案

を含めて検討して決定。施設の維

持管理費用にも直結する。

・避難所となる際は体育館、およ

び地域との共同利用スペースに限

定し、普段から動線分離の意識を

持っておき、発災時およびその後

の学校教育活動の妨げにならない

ようにしておく。

・避難所として機能を果たす観点

から、最低限の生活に必須の設備

や備品の整備に加え、更衣室・

シャワー室、トイレの設置といっ

たプライバシーの確保といった観

点を加える必要がある。

・職員室に近接して管理諸室を集

約し、センター機能を果たすよう

にするとよいと考える。

・各学年には、学習室（学年室）

を配置し、各階でのセンター機能

を果たせるとよいと考える。

・広い階段・廊下の設置が必要で

あると考える。

・地域の活動スペースとの明確な

セキュリティーラインを設定し、

セキュリティー区画を確定すると

よいと考える。

・各所に防犯カメラを設置し、安

全対策を講ずることができるよう

にするとよいと考える。

・感染症対策として、手洗い場

は、密にならず、多く設置するこ

とが望ましいと考える。

・各教室にも必要に応じてアクリ

ルパネルの設置が必要であると考

える。

防犯整備の強化対策は？ ・防犯カメラの増設、PTAパト

ロールの強化等。

・全箇所自動水栓への切換え

・校内全体の換気システム、また

は風の流れを考慮した窓の設置。

2

日

常

の

安

全

性

確

保

1．校内に教師コーナーを分散設

置の必要性については検討必要。

整備内容例の「感染症対策」に関

わって、ソーシャルディスタンス

を担保するため、またICT（タブ

レット等の利用や調べ学習などの

グループワーク）活用のため、従

来よりも教室の面積を広くすると

ともに、机を大きくすることが、

この際必要と考えます。

・職員室について、職員室という

言葉を使わない。職員と生徒とい

う暗黙の壁を前提としているこの

言葉がある限り、訪れやすく、相

談しやすいには決してならない。

教務センターとか、他に何かいい

アイデアを考えて欲しい。

・机配置も一般的な田の字型の横

断的な配置ではなく、机のないフ

リースペースを考えてもいい。先

生がタブレットに習熟さえすれ

ば、机がなくても、いつでもどこ

ででも仕事ができる。ＧＩＧＡス

クール構想は教え方のみならず先

生の執務環境でも整えるべき。

ファイルは電子化。教務スペース

と校務スペースを峻別など。

・耐震性に優れた校舎の建設を望

む。

・経年劣化による雨漏りに強い校

舎の建設を望む。

・町指定緊急避難場所としての必

要な設備・備品の整備を望む。
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目指すべき中学校のあり方について （委員意見） 

鈴木会長 鈴木副会長 武者委員 風岡委員 前田委員 池山委員 篠田委員 水野委員 小川委員

学校施設の目指

すべき姿
整備内容例

豊山町学校施設改築・長寿命化計画（P39）

豊山中学校の現状

目指すべき姿・整備内容に対する委員の意見

（先進事例、中学校の社会や日常生活の中での位置づけなど）

・施設、敷地の効率化

→余裕教室の活用、一体

化・複合化、プール共有

化

・余裕教室はない。

・他校と共用している施

設はない。

・プールの一般開放は

行っていない。

・学校運営を極力支障無

く継続しながらの施設整

備

→仮設校舎を極力少なく

する整備計画、他公用地

の活用

→児童生徒の安全に配慮

した工事車両動線、工事

ステップの想定

→学校運営に配慮した不

公平感のない整備スケ

ジュール

ー

・市街化調整区域の扱い

や航空産業等民間施設動

向を踏まえた人口動向に

柔軟に対応するフレキシ

ブル性の確保

→増築余地の確保、将来

の用途変更を考慮した余

裕あるスパン・階高設定

2040年までの人口は現在

とほぼ変わらないものと

予測されている（豊山町

第５次総合計画）

2

維

持

管

理

に

配

慮

し

た

施

設

計

画

・将来にわたる維持管

理・更新に配慮した施設

→ランニングコストに配

慮した設備

→メンテナンスしやすい

空間、仕様

→将来的な設備増設に配

慮した予備スペースの確

保

ー

１．地域住民による学校サポート

を組織化し、メンテナンスなどの

協力を得る。

２．計画・設計段階において関係

者参画の検討体制を整え、開校後

の運営に備える。

・50年後の学校教育の内容や方

法が、現在のような教室型である

かどうかの先は読みにくいことが

ある。50年そのまま使う校舎と

いう発想ではなく、改修・改築に

フレキシブルに対応できる施設と

いう発想も必要ではと考える。

・メンテナンスしやすい設備を兼

ね備えた校舎づくりを望む。

意見聴取の実施については十分な

検討を。

改修・移転については幅広く、住

民アンケートを実施してくださ

い。

・基本、建物を含む設備に関して

は、できるだけ維持管理の負担が

少ない様式を検討する。

・プールは、町内全校を一か所に

統合し、維持管理費の削減を試み

る。

・建設、移転等の負担を、当該年

度の生徒だけに負担させない。

政府・与党において、小学校の全

学年35人学級に続いて、中学校

の35人学級の導入が前向きに検

討されています。将来35人学級

編制になっても対応できる教室数

の確保が望まれます。余裕教室は

生徒の調べ学習や発表授業にも有

効に使用することができます。

・生徒・教職員の安全・安心に十

分に配慮した整備・運営を望む。

・学校運営を極力支障なく継続し

ながらの施設整備が進むことを望

む。

・生徒の急増・急減に対応できる

余裕教室の確保ができるとよいと

考える。

中学校の建て替え、移転について

は充分な意見収集時間を。

小中一貫教育を希望するが、中学

校改修、移転を最優先とするな

ら、小学校の統廃合を十分に検討

し、豊山小学校の改修をお願いす

る。

5

財

政

負

担

を

軽

減

す

る

効

率

的

な

施

設

整

備

・

運

営

1

計

画

的

な

整

備

、

敷

地

利

用

の

効

率

化

1．工事期間中の学校運営、安全

確保の点では移転が望ましい。た

だし跡地利用を同時に計画すべ

き。

２．現地建て替えの場合は、一般

的に計画条件が厳しくなる。仮設

校舎を建てない前提の場合、さら

に厳しくなる。

３．将来のリノベーションを念頭

に置くならば、木造またはS造が

良い。

２０～２５年ごとに、ある程度の

大規模改修を見越した予算立てと

維持管理費を考えて計画を策定。

ネーミングライツ、クラウドファ

ンディング、ＰＦＩなどを検討。

ただし、ＰＦＩの場合、丸投げは

ＮＧ。役場がきちんと参画しイニ

シアチブをとり、部分的に任せる

などする必要あり。
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